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序　　文
本報告書は、2015（平成27）年に実施された第15回出生動向基本調査（結婚と出産に関する

全国調査）の結果概要をとりまとめたものである。同調査は、戦前の1940（昭和15）年に、日
本の夫婦出生力の実態を明らかにするため、「出産力調査」の名称によって第1回の調査が実施
された。戦後は1952（昭和27）年に第2回調査が行われて以降5年毎に実施されてきたが、1982

（昭和57）年第8回調査からは独身者調査を加え、第10回調査からは名称を出生動向基本調査と
改めて現在に至っている。

出生動向基本調査は、これまで戦後の夫婦の出生子ども数の減少（少産化）、70年代半ば以降
の出生率低下（少子化）などわが国夫婦の結婚や子どもの生み方の歴史的変化に寄り添いなが
ら、その実態と背景を明らかにするとともに、80年代以降の独身層の結婚、家族に対する意識、
生活状況などの著しい変化を子細に捉えてきた。そこから得られた知見は、子育てや家族に関わ
るさまざまな施策を立案する際の基礎資料となっており、依然として少子化が進展する現在にお
いて、その社会的責務はますます増大しているものと考えている。また、本調査による結婚・出
生過程に関する計量データは、本研究所が実施している将来人口推計においても欠くことのでき
ない要素となっている。さらに、こうした個々の社会的要請に加えて、すでに70年に及ぶ歴史
を有する出生動向基本調査は、わが国の結婚、出生を通した日本人の生き方の変遷を連綿と記録
して行く使命をも担っていると考えている。

今回の調査の実施にあたっては厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）、都道府県、政
令指定都市、中核市、保健所設置市、保健所ならびに全国の調査対象となられた方々に多大な御
協力を得た。とりわけ調査対象の方々の誠意ある回答がなければ、本調査は成り立たなかったで
あろう。これらすべての方々に深く感謝の意を表す次第である。こうした過程を経て紡ぎ出され
た本調査結果が、少子化対策に取り組まれている政策担当者や専門家の方々、あるいはわが国の
結婚や出生力の動向に関心をもたれる多くの方々の参考資料として、広く活用されることを願う
ものである。

なお、本調査は本研究所のプロジェクト調査研究として、石井 太（人口動向研究部長）を中
心として、岩澤美帆（人口動向研究部第1室長）、釜野さおり（人口動向研究部第2室長）、守泉
理恵（人口動向研究部第3室長）、別府志海（情報調査分析部第2室長）、是川 夕（人口動向研究
部主任研究官）、余田翔平（人口動向研究部研究員）、中村真理子（人口動向研究部研究員）、新
谷由里子（東洋大学経済学部講師、前情報調査分析部研究員）の9名が担当し、金子隆一（副所
長）の指導のもとに行われた。

平成29年3月

 国立社会保障・人口問題研究所長　　　
 森 田　　朗　　　　　　
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